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本稿では、まず、Moodle と Moodle 使用への背景について述べ、それを利
用したアクティビティを紹介する。そして最後に学習者のフィードバックを報



















 本稿ではまず、Moodle の概略、日本語二年生での Moodle 使用例の紹介、
その効果の報告、そして日本語教育での Moodle の可能性を考察する。 
 
2. Moodle 
 Moodle はオープンソースの学習管理システムでオーストラリアの Martin 
Dougiamas 氏によって開発された。Moodle とは、Modular Object-Oriented 







機能を持つ Web CT、Blackboard などは有料であるのに対して、Moodle の場
合はオープンソースということで無料で利用できる。また、他の学習管理シス
テムに比べて使い方が極めて簡単で、コンピュータの知識があまりない教師も




2.1 Moodle の教育理念 




CALL (Computer-Assisted Language Learning) のタイプは、語彙学習、文法学
習などの Drill and Practice CALL から、コンピュータを媒介として  学習者間
の恊働学習ができる Collaborative CALL へと移行してきた。この代表とされ
る e-Learning システムには Moodle や Web CT があり、これが外国語教育にお
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いて注目されるようになってきた。Moodle などの利用により従来の CALL で
の学習にありがちな単調さが軽減され、恊働学習によってお互いに刺激をし合
い、学習効果をあげることが期待されるのである。Moodle の開発者 Martin 
Dougiamas はその教育理念について以下のように述べている。  
    “All of us are potentia l teachers as well as learners. We learn particularly  
       well from the act of creating or expressing something for others to see.  





2.2 Moodle のモジュール  
 Moodle には外国語教育において恊働学習を支援するための多くのモジュー
ルがある。以下、主なモジュールの概要である。  
 Assignment Module 
       課題を配付、また提出された課題の受付管理ができ、それぞれの学習者  
  へのフィードバックが個別にできる。 
 Glossary Module 
     参加者（学習者）が共同で、単語の定義などの辞書が作れる。検索も 
   可能である。 
 Quiz Module/Lesson Module/ Survey Module 
        小テストやアンケートを作り、オンラインで答えさせ、その結果を自  
        動的に集計できる。 
 Resource Module 
     ワードの書類、パワーポイント、フラッシュ、ビデオ、音声などの教材    
     を簡単に掲示できる。また、ウェブサイトへのリンクが張れる。  
 Forum Module 
     教師と学習者の間、または学習者間で、記事を投稿、ディスカッション  
  ができる。出された記事に対するコメントは、レイヤー表示で見られる。 
  また、これを使って、教師が、参加者全員にメールで伝達事項を配信で  
  きる。 






2.3 Moodle 利用への背景 
アメリカの大学では多くの講義のクラスにおいて Moodle が利用されている。
その主な利用目的は、教材の提示、配付である。また、学生数が多い講義のク





としても大きな効果が期待されると言える。これに関し、Brandl (2005) も “it 
purports to create an environment that allows for collaborative interaction among 
































3. 二年生日本語クラスでの Moodle 実践例 
カリフォルニア大学サンタバーバラは一年に秋、冬、春学期のクォーター制
である。二年生日本語のクラスは、Japanese 4（4 学期目日本語）、Japanese 5、
Japanese 6 と呼ばれており、学生数は  全体で 50 名から 60 名ほどで 4 クラス
ある。使用教材は、Japanese 4 はジャパンタイムズの「げんき II」第 16 課か
ら第 19 課、Japanese 5 は第 20 課から第 23 課、Japanese 6 ではスリーエーネ
ットワークの「トピックによる日本語総合演習：テーマ探しから発表へ（中級
前期）」を使っている。Moodle は一年を通して活用したが、今回は、冬学期
の Japanese 5 での実践を中心に紹介する。 
まず、Course Management System としての例を紹介する。そして、恊働学
習の実践例をいくつか紹介する。 
 
3.1 CMS としての活用例 
  Moodle を使って、授業に関連する資料の配付、リンクの提示を中心に行っ
た。図 1 が Moolde のレイアウトである。一番上のコラムにコース全体に関す
る資料、リンクが載せられるようになっている。ここではシラバス、教科書の
リスニング（会話、単語、活用練習、リスニングの宿題）、日本のニュースの
ビデオ (TBS ニュース ii)、漢字の書き順のリンク iii などを載せている。 
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     図 1 
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   図 3 










3.2.2  ビデオ教材 
Moodle サイトにいくつかビデオ教材を載せた。使用したものは、自作のビ
デオの他、その時々の学習の内容にあったものを You Tube から取り上げた。
ビデオ教材の利用法としては  (1) ビデオを見るだけで、課題として何も要求し












2. その課の内容と文型に関連したテーマについての読み物をする。  
3. 宿題で Moodle サイトのビデオを見て、ビデオを見てわかったこと、
意見、教師からの質問への答えなどをフォーラムの掲示板に載せる。
そして、Moodle 上でクラスメートとそれを交換する。 









3.2.2.1  ビデオ教材実践例 テーマ「教育」 








に You Tube へのリンクを張り、ビデオの中の新出単語リストと共に投稿した。  
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   下記（図 5、6）は学生の投稿の例である。 
 図 5 
 
   
 
 






















3.2.3  作文 
 各学期、学習項目に関連した作文を三つから四つ課題に出している。
Moodle の使用以前は、書き直し後、紙にタイプした最終稿を教師に提出させ、
















   
   図 7 バラク・オバマへのファンレターとその返事  
 
 




























3.2.4  プロジェクトワークでの実践例 
二年生日本語クラスでは、グループ、またはペアでいくつかプロジェクトワ
ークをさせている。そのテーマは、Japanese 4 では、自分が行きたい日本の大




過程の中で Moodle を次のように利用した。 
1. プロジェクトのテーマについてのグループでの話し合い  
2. テーマとテーマの概要 




















 “Shows extensive understanding of the language in both written and oral   
  form.” 
  “Convenient register of newly presented vocab.”  
  “Great job on involving the audience - it really brings the presentation to   
   life.” 
 “Your lines flowed very well and you had no stuttering  which really showed   
   your practice as well as you Nihongo really coming along.”  
  “I suggest to introduce some new vocabularies or put Hiragana above the       
    Kanji.” 
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4. 学習者のフィードバック 


























この一年、Moodle を使用して主に以下のような効果が得られた。  
1. 学習者がより意欲的に学習に取り組むようになった。  
2. クラス内のコミュニケーションが促進された。  
3. 視聴覚のリソースが増えた。 
Feed Back










 - 149 - 
 




























で、Wiki を利用したグループでの collaborate writing などを試みたいと思って
いる。 
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注 
                                                          
i
   ブラウザーから誰でも書き換えられる Web サイトを作成するシステムや 
ソフトのこと。Wikipedia（ウィキペディア）はそれを使って作られてい  
る。 
ii  TBS のニュースサイト（http://news.tbs.co.jp/）ニュースの動画とスクリプ  
     トが見られる。 
iii
     wwkanji (http://genki.japantimes.co.jp/self/wwwkanji.html) 
中部大学の小森早江子氏の漢字の書き順の動画のサイトに「げんき I」  
「げんき II」の漢字のリンクを張ったもの。 
iv
    若者に人気があるフリーのソーシャルネットワーキングサイト  (SNS) の 
     パーソナルウェブサイト。 
v
  Gackt はシンガーソングライター、村上隆はポップアーティスト、荒川弘  
   は漫画家、嵐はアイドルグループ。 
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